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低たん白飼料を投与したラットの代謝変動
ーアミノ酸混合飼料と Naturalprotein dietsとの比較ー
片山吉穂・下志万千鶴子 1)
Metabolic changes of the rats fed low protein di ets. 
Comparison of amino acid mixture diets and natural protein diets. 
YOSHIHO KATAYAMA and CHIZUKOSHIMOSHIMA 
著者らは低たん白レベノレにおけるコムギ及びコメはど
のたん白質のアミノ酸組成にならった結晶アミノ酸混合
飼料を用いてラ y トlζ食餌性脂肪肝を発生させ， ζの間.
ラット K生ずる代謝変動はらびiζ組織形態の変化を生化
学的はらびに組織化学的に検索して報告したトヘさらに
乙のような食餌性脂肪肝発生機展についても検索を進め，
肝からのリポたん自による脂質移送機備の障害がその主
な原因であろう事をも報告引した。 さらに乙れら食餌性
脂肪』干の回復過程に及ぼす20%カゼイン及ひ目干水解物あ
るし、はイノシトーノレの添加効果についても報告した 10，1 ~ 
そ乙で今回は低たん白レベノレICおける各種アミノ酸混
合とたん白質であるグノレテン及びカゼインを飼料として
用いラ y トの代謝変動K及ぼす影響を検索して2，3の知
見を得たので報告する。
実験材料ならびに実験方法
r.アミノ酸混合
コムギ及びコメのたん白質の構成アミノ酸組成引に従
って.17種のL型アミノ酸結晶とGlyの結晶とからアミ
ノ酸混合が調製されて，飼料にはζれらアミノ酸混合が
それぞれのたん白質のかわりに用いられた。また別iζ宮
崎パターン 12リ引のアミノ酸混合も調製されて用いられ
た。各パタ←ンのアミノ厳混合の組成江らびにその調製
法の詳細は前報い引の通りである。
1.実験飼料
としてcaselnを20%含む飼料が調製された。これら飼料
中には熱源として.corn oil及び cornstarchが用い
られた。さらICvitaminとして回辺アミノ駿基金のvita.
mm mixtureと同基金のcholinechlorideとEisai
Co. Ltd.のChocolaAとが加えられ. mineralとし
て田辺アミノ酸基金のsaltmixtureが用いられた。は
お飼料調製IC:当っては先の報告1-9) IC:述べられている方
法IC:よってなされた。
m.実験動物
生後4週のCharlesRiver CRJ -SD系雄ラット(総
計30)があらかじめ固型飼料(日本クレア. CE ~ 2)で
約 1週間]飼育された後，それらラットを平均体重がほY
等しくはるように6群，すはわち5%コムギパターン結
品アミノ酸混合飼料群 (W-群).5%コメパタ ←ン結品
アミノ酸混合飼料群 (R 群).596宮崎ノマターン結品ア
ミ/俊混合飼料群 (M-}tf). 59ぢgluten飼料群 (G-
詳).5 ~ち casein 飼料群( LC 群)はらびに20%casein
飼料群(対照群)Iζ分け.手ヰ群ラットはそれぞれの飼料
で4週間飼育された。
飼育環境は温度22土 lOC.湿度609ぢで12時間のリズム
で飼育室の照明は人工的に点滅調節された。また各々の
ラッ トは別々のcage'ζ入れられて.飼料と水とは自rl:J
K与えられた。はお体重などの測定は毎日ほv定時的IC:
tJ，された。
表 1Iζ示されているようK実験飼料には先のアミノ酸 N，試料採取
混合をそれぞれ59ぢ含ませ，別;C:glutenを5%の剖lζ. 4週間実験飼料で飼育方れたラッ卜は12-151時間絶食
またcaseinを同じく 5%含むそれぞれの飼料と対照飼料 後. ラボナ-)レ麻酔下で開腹され，腹部大動脈から採血.
屠殺された。採血された血液が凝聞するまで低温下に殺
置されてから血清が分離採取された。さらに屠殺後uI及
的すみやかK肝臓，心臓，腎臓.肺臓.牌臓，脳，下垂体，
1)下志万千鶴子，学部研究生
(武庫川女子大学，家政学部，食物学科)
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表 1 Composition of diets. 
LOW-PROTEIN DIETS CONTROL DIET 
PROTEIN 5労 asAmino Acid 5% as Gluten 5~ぢ as Casein 20~彰 as Casein Mixtures 
CORN OIL" 5% 5 ~も 5% 5% 
SALT MIXTUREb 5% 5 ~島 5% 5% 
VITAMIN 1% 1% 1% 1% MIXTUREC 
CHOLINE 0.4 % 0.4 % 0.4 % 0.4 ~届CHLORIDEd 
CORN STARCW 83.6 % 83.6 % 83.6 % 68.6 % 
TOTAL 100.0 % 100.09杉 100.0 % 100.090 
These diets contained 15.000 IU of retinol and 37.5μg of ergocalciferol per kg of each diet. respectively. 
• Ajinomoto Co.， Inc.( 1-6. Kyobashi. Chuo-ku， Tokyo 104. Japan). 
b，candd Tanabe Amino Acid Research Foundation C 3 -33. Hirano-cho， Higashi-ku， Osaka 541. Japan). 
• Amylalpha produced by Chuo Shokuryo Co.(20. Shiroyama. Oya-cho，Inazawa-shi.AichトPrefecture
492， Japan). 
b The composition (銘)ofsalt mixture ; CaC03， 29.29; CaHPO.・2H20，0.43; KH2PO.， 34.31; NaCl， 25.06; 
MgS04' 7H20， 9.98 ; FeC C6H507)・6H20.0.623 ; CUS04・5H20，0.156; MnS04・H20，0.121 ;ZnCh.0.020; 
Kl， 0.0005;(NH4)6 M07024・4H20，0.0025. 
C The composition(%)of vitamin mixture; thiamine' HC1， 0.059; riboflavin， 0.059; nicotinic acid， 0.294; 
calcium pantothenate， 0.235; pyridoxine • HCl， 0.029; menadione. 0.006; biotin， 0.001; tetrahydrofolic 
acid，O.002; cyanocobalamin， 0.0002; myoinositol， 1.176; ascorbic acid， 0.588; lactose. 97.551. 
甲状線.MIJ腎，精:u!&.び精巣上体はどが別出され.結合
組織や脂肪組織などが出来るIl良り取り除かれてからその
湿重:tJが測定された。はお甲状腺は左右一組として，ま
たその他の対の臓器は左右別々Ir測定された。
V 生化学的測定
肝脂質量の分離定最は先に報告した方法7>IL準じては
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図1 Cumulative body weight gain. 
された。血清の生化学的検索は総たん白，アルブ ミン，
グロプリン，中性脂肪，コレステローJv.総ピリノレピン.
尿紫N. 尿酸はどと SGOT~SGPT， LDH ， ALP 及ひ~r­
GTP tJ.どの血清醇索活性と血清穆質反応はどで.測定
iζはHM-400. SMCシステムが使用された。
以下のぷ及び図には平均値及び95~ぢ レベルlζおける信
頼限界か示されている。なお有意差検定ILはStudent's
t testがはされた16，川。
実験成績及び考察
27日間にわたる体重増加曲線が図 11:示しである。 対
照群ラ ットの体重増加量は 1日約7gづつ全期間iζpっ
てほ Y直線的に増加しているが，低たん白飼料投与務で
はいずれも初め体重減少がみられる。M-群及びR-群
では数日後から地加し始めるが，他の低たん白飼料投与
3'[洋では減少したま、のレベルを長期にわたって続けて
いて.低たん白飼料を投与したいずれの鮮でも対!階、群Ir
比べて体重増加量は有怠iζ小さかった。さらに27日にお
ける低たん白飼料投与各群の体重増加盆を比較するとM
-群が有意lζ大きく，次いでR-群.W-群.LC-群の順iζ
小さ くなり.G-群が最も小きかった。すなわち G-群<
LC-群壬W-群<R-群<M群く対照群の順にな って
いた。ζれらの体重増加の成績のうちア ミノ酸混合飼
料役与群聞で比較するとM-群:>R一群>W-群の順と
( 2 ) 
? ?
?? ?
????
?
??
、? ?
? ? ? ?
?
???
Organ weights ( 1 ) 
Kidney (mg) Lung (mg) 
Liver (g) Ieart (mg) Spleen Cmg) Brain Cg) 
left right left right 
Wheat-pattern Diet Group 3.52士0.25*'村 554十 45*片* 573←50* 590 + 51* 241土22* 467 1 33%本 213 + 20* 1.72十0.11
Rice-pattern Diet Group 3.90 0.60* 682 I 106象 626 57* 649 + 60本 254γ15牟 499 42本 251ト 49・1.72吐0.11
Miyazaki-pattern Diet Group 4.61 + 0.38* 797.t 96* 645 t 35* 669 54* 280 L 20本 553' 21・ 285 1 32本 1.7610.10 
Gluten Diet Group 3.47士1.02* 459 L 57*'** 486→ 25む 499 I m事 224 l 37%本 380 t 38ふ 201 t 22:* 1.6710.10 
LC Diet Group 3.27+0.55*'** I 497 j 34牢.梓 488 + 57%* 496十 55%* 210 t 14%* 424 t. 27%* 221 t 30%* 1.73-i 0.05 
Control Diet Group 1150士130 190 160 409 t 59 806'i 121 593→122 1.89 t 0.12 
表2
Each value represents the meanトhalfrangc of confidence interval C confidence limit) at 95% leve1. 
本 Significancefrom the control group at 95% level 
帥 Significancefrom the Miyazaki-pattern diet group at 95% level. 
???
Organ weights C日)
Hypo向吋Thyr州 gl Adrenal gl. Testes Cg) Epididymis C mg) 
Cmg) 
Cmg) (mg) left right left right left right 
Wheat-pattern Diet Group 6 t 1" 10 ' 2本 17士8 15 + 3* 1.04 1 0.24 1.06 0.20 188 1. 27 195・62
Rice-pattern Diet Group 6上l市 13士2ホ 16 1 4* 16士 3* 1.20土0.10 1.10土0.30 235 i 24 242 27 
M iyazaki-patern Diet Group 7寸 1* 14 i 4 17十 3* 17 t 3* 1 24t 0.11 1.42 1 055 22!i + 52 199 ' 53 
G1uten Diet Group 5 ~ 1本 11 I 2・ 12，3* 13士少 0.96土0.13傘 0.96 0.1本 168 53 173 74 
LC Diet Group 5 t 0* '1 t 1ホ 15 t 3* 13上4取 1.00→0.14* 0.99 0.15* 250 ¥ 50 190 40 
Control Diet Group 28士7 29士7 1.32 0.18 1.33 1 0.22 280 1 10 270 ~ 70 
表3
?
ー
Each value represents the meanす halfrange of confidence interval (confidence limiU at 95% level. 
* Significance from the control group at 95% level 
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はり先に報告した成績7.91と一致した。次Knaturalな
慾白であるカゼインとグJレテンとを比較すると G-群の
場合は27日まで低いレベルのま、経過していたが，LC-
君事では15日頃まではG-群とほ Y同じ経過をした後， 15 
日以後は少しづ.つ体重が地加し27日にはw-群とほて同
じレベルにまで到達していた。またほて同じアミノ酸組
成であるw-群とG-群とではw-群の方が有意iζ増加
量が大きかった。
臓~t，量重量が表 2 及び 3 K示されている。 肝臓では対
照群が平均10gであるのに対して実験飼料投与群ではい
ずれも有意iζ小さく，いずれもIz以下であった。またW
-群と LC-群の肝臓はM-群のそれよりも有意に小さ
かった。 実験飼料役与群問で比較すると小さいものから
順lζLC-群くG-群くw-群<R-群<M-群〈対照
群であったが，上述以外の実験飼料投与群相互聞には何
怠去はみられなかった。心臓で、は肝臓同様すべての実験
飼料投写群で対照群IL.比べて有意に小さく，そのうち最
も大きはM-群でも対照の約65$杉であり.最も小さい方
lζ属するものはG-IlflkぴLC-群であって，小さいもの
から順ICG-群<LC-群くw-群<R 群くM-群〈
対照群であった。
腎臓及び肺織では対照群も含めて右側の方が左側のも
のよりも混重量が大きい傾向があるが，腎臓では有怠i主ー
がはく，肺織では左右lζ有意.&があった。と乙ろで実験
飼料役与若手は肝臓，心臓と閉じくいずれの群でも腎臓.
肺臓共に有意IL小さくなっていた。また実験飼料役与群
聞では腎臓で左右共ILM-群1C1tべてG 群及びLC-群
bi，肺織ではやはり左むJtlζLC-群.G-群とw-群の
右側1)のものが有意に小さかった。牌臓についてはすべて
の実験飼料投写鮮が対照群K比べて有意に小さく .また
M-群lと比べてもG-p，f及びLC-群が小さかった。と ζ
ろが脳ではいずれの実験飼料投与群でも対照群との聞に
殆んど差がはい C1.67 -1.76 g)事が特に注目される。
内分泌及び生殖~官については，下!I!体及び甲状腺でい
ずれの実験飼料群でも対照群iζ比べて有意に小さかった。
副腎ではw-群の左側を除いて左右共にいずれのった験飼
料投与群でも対照群1::比べて有意iζ小さく.精巣では左
右共I:G-群及びLC一群で対照群IL対して{fX!:1::小さ
かったが，その他の実験飼料投与群では有~Æは認めら
れず対照群のものとほとんど変わらはかった。一方精巣
上体では左右共にいずれの実験飼料投与群でも対照群と
の問IL有意差はみられはかった。
血清の生化学的性状の成績が表4及び51L示してある。
血清総たん白質は対照群で約6g /d llL対していずれの
実験飼料投与群でも有意に低下していたが，実験飼料役
与群間ではほとんどkがむく 4.1-4.5 g /dlであった。
アルブミンはいすれの実験飼料投与群でも対照群に比べ
て有意に低下し，またw-群はM-群1::比べても有意に
低かった。一方グロプリンはR一群. M-群及びG-群
で対照群lζ対して有意1::低くかった。とζろでA/G比を
みると全般的には対照群と変わりははかった。血h守尿EtE
NIまLC一群をのぞきいずれの実験飼料投与税も低下傾
向があり，そのうちでも R-群と M-岩手で・有意に小さか
った。また血清尿酸震は全般的iζ対照群に比べて小さい
傾向があり， G-群及びR 群K対照群に対して有意差
がみられた。血消コレステロール及ひ:s -Lipoprotein 
ては対照群と差がはく，血清TG C卜リグリセリド)で1ま
LC-群を除いた他の4つの実験飼料役与群で対照群lζ
表4 Properties of the blood serum ( 1 ) 
Total Protein Alb Glb A/G 
Cg/dl) Cg/dl) Cg/dD 
Wheat-pattern Diet Group 4.1士0.8* 2.4士0.2*.紳 1.7+0.7 1.44+0.44 
Rice-pattern Diet Group 4.0土0.8権 2.5+0.2 * 1.5士0.4ホ 1.70士0.42
Miyazaki-pattern Diet Group 4.5+0.3本 2.8士0.1ホ 1.7士0.2事 1.67土0.19
Gluten Diet Group 4.0士0.5ホ 2.5士0.5* 1.5士0.3* 1.77土0.69
LC Diet Group 4.5士0.4* 2.7土0.2* 1.8+0.4 1.53:!:0.36 
Control Diet Group 5.8土0.6 3.4+0.3 2.4士0.4 1.46七0.15
Each value represents mean上 halfrange of the confidence interval 
(confidence Iimit) at 95% level. 
* Significance from the control group at 95% level. 
料 Significancefrom the Miyazaki-pattern diet group at 95% level. 
C 4 ) 
Urea N Uric acid 
(mg/dl) Cmg/dl) 
9+3 4.2+1.7 
6土門 3.6ト0.7* 
3土l本 4.1+1.1 
8土3 3.4士0.6* 
14士9 4.0+0.9 
13士3 5.5+1.4 
片山山他:低たん臼飼料役リラットの代謝変動 35 
TG I ~~tal P-Lp Kun司
(mg/dl) 
0.61:-0 
Rice-pattern Diet Group 40 + 7 18 10* 0.2+0.1 78+12 0.2 I 0.2 0.6 O. 
Miyazaki-pattern Diet Group 53十 6 221 I1 * 0.2+0.1 103+18 0.2-1.0.1 0.6十0.3
Gluten Diet Group 381 8 15 i 10ホ 0.2土0.1 72土15 0.2十0.1 0.5士0.2
LC Diet Group 51+17 28←17 0.2+ 0 99+33 0.1ト0.1 0.4 + 0.2 
I Control 加 Group 44 t 7 r 63133 0.2+0.2 90士13 0.2士0.3 0.6-t0.6 
Each value represents mean→half range of confidence interval 
(confidence limit) at 95% level. 
*Significance from the control group at 95"'<> level 
表6 Enzyme activities of the serum 
Wheat-pattern Diet Group 
Rice-pattern Diet Group 
Miyazaki-pattern Diet Group 
Gluten Diet Group 
255-1 245 
213-1 18 
186上 33
199士 52
ILCDωt Group I 307ωo 
いontrolDiet Group I 211T 63 
37 + 27 
31 t-21 
44土14
2011 
62 t 67 
LDHCU/し)
37.8 t 11.2 I 2930+ 1465 
37.4 ¥ 3.1 * I 2844 t 708 
GTPCU/し)
7+4 
7 4 
Each value represents mean十 halfrange of confidence interval 
(confidence limit) at 95% lcvel. 
海 Significancefrom the control Group at 95% level. 
比べて明らかな低下がみられた。アミノ駿混合飼料投与
群聞で比較すると血清TGの襟度の低いものから順ILW
一群くR一得<M一群であり先に報告別したrfiIniTG濃
度の順序に一致した。とζろでW-群とG一群とを比べ
ると行怠A!:ーは江いがG-.Ilfの方かW一群よりも少し高い
傾向があった。総ピリJレピン汝びチモー ノレ混滋j試験やkun-
kel fJ.どの血市穆質反応、では対照群との庄はみられはか
った。-}j血清俳索活性の成績が表61ζぶされている。
SGOT， SGPT及びLDHは対照群との問Iζ1;;は認めら
れとiかった。一方ALP活性はR一群及ひM一群で対照
群lζ比べてイi:¥J:1ζ高くはっていたが，アルコーノレ中毒は
とIcよって起る肝障害の指標として注目されている T-
GTP 活性はL、ずれの実験飼料役与群でも対l!<<とかわり
なかった。
肝臓中の脂質のうち中性脂肪とコレステロールの成紡
( 5 )
が表7IL示されている。コレスチローノレは対照群iと比べ
て附加する傾向のもの (W一群.R-M. M一群&びG
群)もあれば.LC一群のように低ドする傾向のものも
あって全般的に対照群との聞に有怠Aははかった。-}j
巾性脂肪は LC-1lfを除いた他の4ll平で増加し，特ILW
一群及びR一群で対照群lζ比べて行怠K高く. I:':j~ 、もの
から順lζW一群>R一群>M-ilfミG一群>LC一君主対
照群であった。乙の順序を見るとア ミノ酸混合飼料役与
鮮のW一群.R一群&.ぴM 群は先の報告6，7， 91と一致
する。-}jnaturalはたん白質である G一群と LCー 携
を比べるとG一昨の)Jが肝へのrl性脂肪の蓄獄が多い。
またほず向じアミノ酸組成をもっW-MとG一鮮との聞
でζのように中性脂肪の肝へのお般に大きは差か山た。
その機作Kついては速断は出来えよいか.これに関しては
占旧181らの米及び小変たんはく質のアミノ 酸組成と肝
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表 7 Lipids composition in the livers of rats 
fed low protein diets for 4 weeks. 
TrlacylggIlgy) cerol Cholestero 
Cm (mg/g) 
W heatD-piae ttern 
t Group 105士60* 62土 3.5
Rice-pattern Diet 
Group 72土49常 5.9士4.1
Miyamu-pG attern 
Diet Group 39土 36 6.1土4.6
Gluten Diet Group 36 :t 25 5.3土 1.8
Low casein Diet 9土 2 3.8士0.4
Group 
Control Group 13土 4 4.7土 1.7
Each value represents the mean土halfrange of 
the confidence interval Cconfidence limit) at 95 
9ぢlevel.
* lndicates statistically significant difference 
from the control rats at P< 0.05 . 
たとの体重増加の順位と下垂体重量の順位とを比較する
とほ Y閉じ傾向がみられ. ラット体重増加に下垂体ホノレ
モンの分泌が関与しているものかもしれむし、。しかし現
在乙のようは低たん白飼料役与による実験を長期1C:!'3:っ
て継続観察しているが，長期にむってもW一群に比べて
G一群の方がやはり体重ののびは低いにかかわらす，その
と全活持続期間はG一群の方がW一群K比べて長い成績が
得られている(未発表)。つまり体重が小さL、からとzえっ
てかはらずしも短命でもえよいようである。
全般的K云って係重増加量と一部の臓器を除いた肝.
心，腎，肺などの諸臓器重量との聞にはほY同じ!順位で
ある事，すむわち一般的に体が小さければ主要は臓器も
小さい事がわかった。しかし精巣及び精巣上体と脳につ
いては特lζ脳では低たん白飼料投与ラットの体重が小さ
いにもかかわらず悩重量がほとんど対照群ラッ 卜とかわ
りなかった事である。乙の成績は興味ある事で生後遺令
が同じ場合，栄養状態の良否によって体重増加は強く影
響されるが脳IC:は影響し難いようにも考えられる。ζの
よう江場合，広く利用されている体重当りの臓器重量で
比較すると低たん白飼料投与ラットの方が脳重量が対照
脂質についての詳細な研究がある。それによると白米食 よりも大きくなり，誤った結論を出すおそれがあり注意
のみをたん白源とする飼料投与のラットの場合では小麦 する必要があると恩われる。と ζろでこの現象をどのよ
粉の場合よりも肝脂肪の蓄債量が大きしまたこれら白 うにE理解すればよL、かであるが，低血清たん白量による
米及び小麦粉のアミノ酸組成類似のアミノ酸混合食で比 臓器水分箆の増加を考慮しなければはらはいものの.同
較すると白米食類似アミノ酸混合食では(17.7 5杉)白米 週令のラットでは脳は体の大小とあまり関係tJ， く一定の
食の場合と大差ないが，小麦粉額似アミノ酸混合食では 速度で発達するものかもしれない。ζの問題は今後更に
21.3 %と小麦粉食群の約2倍に肝脂肪量が憎加し，また 検索する予定である。一方血清たん白濃度では先K報告
白米及び小麦粉lζアミノ酸を補足してアミノ酸含量を等し した我々の成績71と同じく低たん白飼料投与群で明らか
くしても白米食と小麦粉食との差が明らかに出たと云う。 Iζ低下し，その低下の主体がアルブミンの低下による乙
乙れらの成績からアミノ酸組成や窒素含量のみでは乙れ とがわかった。 ζの事は低たん自栄養の影響が血清たん
らの現象を説明出来はいと述べ， ζれら飼料IC:含まれる 白合成に強く出ているものと考えられる。また血清尿素
デンプンの成分の差によるのではばいかと推論している。 Nも低たん白栄養状態で低下の傾向があり，特KR一群
乙れらの成績と今回の成績とは同じ傾向を示すものと考 及びM一群で有意に低下してしサこ。乙れは肝での尿素生成
えられるが，しかし今回の実験では糖質としていずれも 低下のためと考えられる。また血清卜リグリセリドはW一群
同じロットのコーンスタ チーを用いているので単に糖質 <G一群くR一群<M一群くLC一群三対照群の順lζ前の
(デンプン)の成分の差のみから乙れらの現象を理解し難 ものほど低下が著しく， LC一群を除いた 4群で対照群
く考えられ，さらに検討を要する テー 7 で‘ある。 との問iζ有意差があった。乙れらの成績と肝中性脂肪合
以上が実験成績の概要であるが，体重増加誌は先Kも 量とを比較するとほず逆の順位Kt.よっていて，先に報告別
述べたように対照群に比べていずれの実験飼料投与群で した脂肪肝の発生が肝からの中性脂肪移送障害による事
も有意に小さし成長が抑制されていたが，3種の結晶 を今回も認める成績が得られた。ととろで肝臓中の中性
アミノ酸混合飼料投与群lζ比べて.自然のたん白質であ 脂肪含量はし、ずれも結晶アミノ酸混合飼料投与群の方が
るグノレテン及びカゼインの湯合の方が4週間では体重増 G一群及びLC一群のよ う江自然はたん白質投与に比べ
加が前3者K比べて遅れていて.G一群<LC一群壬W一 て一般的に大きく ，特κw一群及び Gー 群とを比較する
群<R一群<M-群〈対照群の順T，特lζG一群と Wー とほとんと同じ組成であると推測されるにもかかわらず，
群との聞に27日目で有意差があった事が注白される。ま その聞に大きは差がみられた。また体重増加量と合せ考
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片山占他.低たんri飼料役勺ラフ卜の代謝変動 37-
えると低たん白が体成長iζ強く影響するわりには肝への
脂肪諮f;t!C強く影符しはい場合と体成長には比絞的経く
影響するわりに肝への脂肪話績に強く影仰する場合との
2つがあり，前者はG-，g司法びLC一群で，後省はW一
群と R 群である。乙のように同じ低たん向レベルでも
食質の走(特に自然はたん白質とアミノ駿混合江どを含
めた)によって生体の代謝変動に及ほす影符がか江り漢
江る 'jîヵ、花I=l~れる。
品後ILW宿舎時IL遊出すると云われる隣ぷの活性であ
るが.ALP 活性がR-Ilf&..ひM一群で有怠に上昇した
ほかは対照とほとんと‘かわりはかった。一般に SGOT，
SGPT は肝炎はどの肝附-;li;1ζ際して強く上川し.診断
や予後の平IJ定にしばしIJflH、られている。脂肪肝の場合
あまり明らかは上昇ははいとJ5・えられているが今l!:!Jの成
績でもやはり対照群とあまりかわりはかった。
要 約
生後 4 週令のラットをm~ 、 5% レベノレにおけるコムギ
ハlターンアミノ酸混合飼料 (W一群)，コメパターンアミ
ノ酸混合飼料 (R一抹)，宮崎ハターンアミノ酸混合飼料
( M-r.f)グJレテン飼料 (G-L'F).カゼイン飼料(LC一
群)投ぴ20%カゼイン飼料(対照群)を4週間役与し.
飼育期間終f後IL14時間絶食させてから悩殺して血液及
び肝臓を始めとした各智臓:ffiを正式料として臓:ffiヨtlit.血
清たん白質 (Alb.Glob.).脂肪，総コレステロール，
総ピリノレビン，尿素N，h~綾部などと SGOT&..び SGP
T江どの血消防索活性&..び泊ldJ目撃質反応はどを HM-
400. SMCシステムで検索すると共に肝脂質l1tを分離
定量した。
体屯地加五1ま対照併に比べていずれの実験鮮でも有意
lζ 低く .G一群<LC-./ll~ W一群く R-1lfぐ M一群〈
対!開mの/lll'iであった。
臓ilH:filは肝臓，心臓.ft臓.肺臓.n卑餓. ドli体&..
ぴ申状腺はどの主要臓器で有怠iζ小さかったが.精巣上
体&ぴ脳では対!照群と実験1.'Fとの|聞にほとんど疫がはか
った。
血的たん1'1質及びアルブミン盆はすべての実験飼料投
与野で有意に低ドした
血治rl'性脂肪はLC-1tfを除いた他のすべての実験群
で明らかに低下し. w ./l<"G一群<R m<M一群〈
LC-trt~ 虫、打開群の順であ っ た。
血i，'i俳，f~活性では ALP活性の R-ll平と M一群を除い
て全般的iと対照とかわりはかった。
肝中性脂肪はLC一群をのぞいて他の実験1ifで附加し
特iζW-1lFと R一群で・有志:であり， W一昨ノRー 官学:>M
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群ー2G一群、LC一昨，対照、Mの順であった。乙の順位
は血泊中性脂肪の湯合とほて逆の関係であった。
終わりに結品アミノ酸を提供された味のぷ株式会社K
深く感謝致します。
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Summary 
The metabolic changes occurring in the rats fed the low protein diets consisting of the Wheat-
CW-group) ， Rice-CR-group) and Miyazaki-pattern amino acid mixtures CM-group) and of gluten 
CG-group) or of casein CLC-group) for 4 weeks have been studied. 
The body weight gain was much smaller in all the experimental rats than that of the control. 
The intensity of the decreases in body weight gains of the experimental rats was of the following order: 
G-group<LC-group三五W-group<R-group<M-group<controlgroup. 
The wet weights of many organs， especially， liver， heart， kidney， lung， spleen， hypophysis and thyroid 
glands decreased significantly， but both epididymes and brain were unchanged in the wet weight. 
The contents of protein and albumin in the serum of all the ra ts fed low protein diets decreased 
considerably. 
The concentrations of triacylglycerols in serum of the rats given low protein diets except for LC-
group were lower than that of the control. 
There were no significant differences against the control in the activities of serum enzymes except for 
the ALP activity of both R-group and M-group. 
On the other hand， thc contents of triacylglycerol in the liver of the rats fed low protein diets 
increased more markedly from the control level， especially those of rats in the W-group and R-group 
were significant difference from the control. 
The intensity of fat accumulation in the liver was of the folJowing order: W-group> R-group > 
M-group孟G-group>LC-group and control. The serum triacylglycerol contents were inversely 
related to this order of intensity of fat accumulation in the livers. 
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